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クマタカ通信 vol.194

いびがわマラソンで越美⼭系砂防事業をPR

晴天のもと、全国から1万名以上のランナーがエントリーするいびがわマラソン2019が今年も盛⼤に開催されました。当事務所はJAいび川本店前
に設けられたメイン会場にPRブースを設営し、⼤会に参加するランナーとその家族を対象に⼟砂災害対策や砂防事業をアピールしてきました。

【実施概要】
⽇時 2019年11⽉10⽇（⽇）

場所 いびがわマラソン2019メイン会場（JAいび川本店駐⾞場内）越美⼭系砂防事業PRブース

2019年の⼤会はフルが7,107⼈、ハーフが3,051⼈の合計10,158⼈がエントリーしました。揖斐川沿いに設定された起伏のあるコースは、岐⾩県
唯⼀の⽇本陸連公認コースです。近年はエントリー開始時刻から数⼗分で定員が締切となる⼈気の⼤会で、応援者、⼤会関係者、ボランティアや
ウォーキングへの参加者を含めるとエントリー数の倍以上の⼈々が集まっていることでしょう。

越美⼭系砂防事務所は会場に集まる皆さんを対象に⼟砂災害対策や砂防事業を広報するため、メイン会場の⼀⾓にささやかなPRブースを設営しま
した。PRブースには⼟⽯流とがけ崩れの実験模型を展⽰し、砂防堰堤などの⼟砂災害対策施設の有無によって被害がどのように変化するのかを、
特に⽣徒児童と保護者層を対象に説明しました。
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模型による⼟⽯流の実験は⼩学⽣などからの注⽬が⾼く、多くの家族連れがPRブースに⾜を⽌めて実験する様⼦を⾒ながら職員による説明を聞い
ていました。名古屋などの都市部にお住まいの⽅からの⼟砂災害についてイメージしやすくなったとのコメントもありました。

また、職員数名がマラソンにエントリーし、沿道での応援やエイドステーションなど揖斐川町のおもてなしを楽しみながら、好タイムで完⾛しま
した。



-----------------------

Twitter、やってます♪

越美⼭系砂防事務所が所管する揖斐川及び根尾川上流域の

砂防事業に関する情報を中⼼に発信しています。
みなさまのフォローをお待ちしております!

国⼟交通省 越美⼭系砂防事務所
@mlit_etsumisabo

発⾏ 国⼟交通省中部地⽅整備局越美⼭系砂防事務所

〒501-0605 岐⾩県揖斐郡揖斐川町極楽寺137
Tel:0585-22-2161 Fax:0585-22-2174
E-mail︓cbr-etsumikouhou@mlit.go.jp

※クマタカ通信の感想や意⾒をお待ちしています。
※⽂中の敬称は省略しています。
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